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学校番号

令和 8 年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

学校運営計画（４月）

評価

（総合）

（４）豊かな人間性と主体的な学校生活の確立

グラデュエーション・ポリシー

（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

協働的な学びを通じて生徒の成長力を高め、持続可能な社会を担う人材を育成する学校

　地域と連携したフィールドワークや課題研究等の教育活動を展開し、課題を解決する力や協働する力を身に付けた、持続可能な社会の発展に貢献できる人材を育成します。

（１）自分の能力を伸ばすために、学習や部活動、学校行事等に積極的に取り組む生徒

（２）他者を尊重し、仲間と協働して活動できる生徒思

（３）地域や社会の課題に関心を持ち、課題解決に挑戦しようとする生徒

（１）地域と連携した探究的な学びの充実　

（２）体系的なキャリア教育と進路指導の充実

（３）授業改善と主体的な学びの実現

（４）ICTの活用とデジタルリテラシーの育成

（１）自分の強みや興味を知り、主体的に学び、自らの進路を切り拓く力を育てます

（２）他者を尊重し、互いの違いを認め合いながら仲間と協働して学び合うコミュニケーション力を養います

（３）社会の課題を知り、自ら考え行動する力を育て、地域や企業と連携した実践的な学びを提供します

アドミッション・ポリシー

（入学者の受け入れに

関する方針）

福岡県立 柏　陵 高等学校

カリキュラム・ポリシー

（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

（５）デジタル活用による学びと校務の高度化

（１）協働的な学びを基盤とした授業改善の推進

（２）地域と連携した探究活動の深化

（３）一人一人のキャリア形成と自己実現に資する進路指導の構築

学校運営方針

昨年度の成果と課題 年度重点目標

協働的な学びを基盤に主体的・対話的で深い学びを推進し、地域と連携した探究活動やキャリア教育を通して、課題解決力と協働する力を育み、主体的に社会に

貢献する人材を育成する。

具体的目標

・主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善と、各教科での協働的学習の実践

・生徒が主体的に考え、意見交換や発表を行う学習活動の充実

・教員相互の授業公開や研究協議のサイクルによる組織的な授業力の向上

・地域と連携したフィールドワークと課題研究の実施

・生徒が主体的に課題を設定し、協働して解決策を探る探究活動の推進

・表現力・発信力を高めるための多角的な探究成果発表機会の創出

・自己理解と進路意識を醸成する系統的なキャリア教育の展開

・個々の特性に応じた進学・就職へのきめ細やかな進路支援体制の構築

・大学や地域企業との連携による実践的な進路学習・就業体験の充実

  Chromebookを活用した授業づくりや対話的な学

びの実践も進み、生徒同士が意見を交わしながら学

ぶ場面が増えてきた。生徒会を中心に生徒の手による

学校行事の企画運営ができた。

  不登校傾向の生徒や配慮を要する生徒の増加、生

徒指導上の諸問題の複雑化、多様な進路目標などに

対応していくために生徒一人一人に寄り添い、迅速か

つきめ細やかな校内支援体制を構築する必要があ

る。また、ICTをさらに有効活用し、情報リテラシー教育

を充実させるとともに基礎学力の定着とわかる授業を

展開する。引き続き探究活動の充実を図り、地域社会

や身近な課題を題材とした探究活動を展開し、生徒

が主体的に課題を発見し、協働して解決策を考える学

びを推進していく。

・学校行事や部活動を柱とした協働性・主体性を育む教育活動の推進

・他者を尊重する態度や思いやりの心を育てる生徒指導の徹底

・安全・安心な学校環境づくりの推進と、生徒が主体的に学校生活に参加できる学校風土の醸成

・ICTの効果的活用による学習意欲の向上と理解の深化

・情報モラルと活用能力を軸とした生徒・教員のデジタルリテラシーの向上

・校務や教育活動のデジタル化による教育の質向上と業務効率化の両立
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各種ツールの運用ルールを明確化し、スムーズな情報共有と活用の定着を図る。

危機管理能力および情報モラル

の育成

SNS利用に関するルール・情報モラルについて周知徹底を図る。
学校満足度アンケート

生徒自己評価
学校生活アンケートや日常的な声掛け、個別面談等を通じて生徒の状況把握に務め、トラブルの早期発見と未然防止に努める。

登下校指導を継続し、交通ルールの遵守や安全意識の向上を図るとともに、社会の一員としての危機管理能力を育成する。

諸行事の適切な立案・運営及び

記録

美化委員会の活性化を図るとともに、美化コンクール等を通して、校内美化活動を推進する。

広報活動と募集活動を連動させ、

志願者増加につなげる

HPやインスタグラムを活用し、学校生活の様子をタイムリーに届ける発信を継続するよう努める。

教
務
部

生
徒
部

生徒

保健

総務

PTA総会・後援会総会の適切な実施のため連携を図る。
学校行事等における後援会・同窓会の活動が円滑に行えるよう連携する。

広報

ICT
 ICTを最大限に活用できる安定し

た教育環境の整備

校内のネットワークが安定して運用できるように環境を整備する。

生徒の学力の保障と学習習慣の

確立

学年・教科と連携し、基礎学力を充実させるとともに、成績不振および欠席・遅刻の多い生徒を早期に把握し指導を充実させる。

予習・復習の仕方や教材の使い方を丁寧に指導し、家庭学習を計画的・継続的に実施する姿勢を培う。
手帳等を活用し、スケジューリング力を身につけさせることで、テスト等の日程把握や宿題・課題の提出期限を厳守する姿勢を培う。

Chromebookの管理の徹底と活

用の推進

年2回の端末一斉点検を実施するほか、故障・破損時の対応フローを確立し、修理を迅速化する。
 多様なデジタルツールの導入・定着を図り、生徒の主体的かつ深い学びを促進する。

情報モラル教育と適切な活用について周知徹底する。

体験入学や学校説明会等を企画して、

本校の良さを体験できる機会を増やす

体験入学・学校説明会を円滑に運営し、参加者が安心して本校の雰囲気に触れられるように努める。
体験入学アンケート　(中学生・保護者)        

学校説明会アンケート　(中学生・保護者)
学校全体で連携し、授業や部活動など体験内容を工夫し、魅力が伝わる企画づくりに努める。
中学校や塾の説明会へ積極的に参加できるよう調整し、本校の特徴を紹介する機会につなげる。

生徒が健康的に学校生活を送れるようSC、SSW等によるカウンセリングや特別支援の充実を図る。教育相談会議を通して他分掌との連携を図り、職員全体の共通理解を徹底させる。

専門機関、ＳＣ等、家庭との連携を密にし、迅速な対応ができるようにする。

他分掌と連携を図りながら、「新入生のしおり」や「学校要覧」を適切に取りまとめる。
年度始め及び年度末等に職員室整備を行い、より良い職場環境作りに努める。
互助会の活動や本校の食堂の運営に協力し、職員及び生徒の福祉の増進に寄与する。

式典等が円滑に行われるための適切な企画立案をし、運営に努める。

校内のPTA活動に協力し、生徒の学校生活の充実に寄与する。

式典、行事、会議等の文書記録や資料の整理などを行い、次年度以降のより良い実施につなげる。
部活動や資格取得に積極的に取り組む生徒を表彰し、学校全体の活性化に寄与する。

生徒、保護者対象のアンケート

（外部アンケート等）の結果等

校舎内外の清掃の徹底を図るため、職員・生徒で積極的に清掃活動に取り組み、よりよい学習環境を整える。

清掃用具の整備・管理、消耗品の使用方法について、継続的な指導を行う。

観点別評価の評価規準やルーブリックをしっかりと策定し、生徒の学ぶ意欲を引き出す。
生徒の学ぶ意欲とその成果を評価するための定期テストや単元テストの在り方を検討する。
研修課と連携し、指導力および評価方法についてスキルアップを図る。

教職員向けデジタル活用研修（生成AI・新機能等）を定例化して実施する。

広報活動で得られた情報を共有し、今後の発信内容に生かせるよう工夫を図る。
年間を通した広報の取組を記録し、次年度以降の改善や連携につなげる。

年度初めや運動等を伴う学校行事（体育祭・修学旅行・マラソン大会等）の前に健康相談に関するアンケートを実施する。

教室内の大型提示装置や周辺機器の定期的な点検を実施する。

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート

（外部アンケート等）の項目等
具体的目標 具体的方策

学校満足度アンケート

生徒自己評価

生徒主体の活動の充実と学校へ

の帰属意識の育成

生徒会の活性化を支援し、学校行事の企画・運営を通じてリーダーシップやフォロワーシップを育成する。
各専門委員会の活動を活性化し、生徒が主体的に学校生活をより良くする取り組みを推進する。
部活動の充実を図り、心技体の調和のとれた成長を促し、学校の活性化を図る。

学校満足度アンケート

生徒自己評価

基本的生活習慣の確立と規範意

識の向上

挨拶の励行、適切な言葉遣い、話を聞く姿勢・態度などの向上を図る。
SHR、授業、学校行事、部活動等の教育活動を通して、生徒との信頼関係を基盤とした心の教育を推進する。

個々の生徒の状況を把握し、生徒一人一人に応じた個別指導・支援体制を充実させる。

教務

指導と評価の一体化の徹底

授業改善を推進し指導力向上に

つなげる

ＩＣＴを活用した授業の研究と実践を推進し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善につなげる。

各教科の授業をはじめ、あらゆる学校生活の場面において、協働的学習を推進する。
クロムブックの効果的な活用方法を研究し、教科横断的に情報交換する。

学校HP・インスタグラムの迅速に

発信と運営体制の確立

広報誌やパンフレットの内容と情報の充実を図り、読み手に届きやすい紙面づくりを進める。
学校紹介ポスターを通して本校の印象が伝わるよう、デザインや掲示場所の工夫に努める。
中学校への学校訪問を、計画的に行い、継続的な情報提供につなげる。

教育DXの推進
生成AIの利用を推進し、業務の効率化を図る。
校務のペーパーレス化やクラウドによる共有の迅速化を図る。

生徒、職員の安全・安心な学校環

境づくりの推進

PTA活動の適切な運営

健康相談活動の充実を図る

円滑な教育活動のための整備

生徒の健康情報の把握に努め、全職員と連携して健康で安全な学校生活を送れるよう支援する。保健委員会活動の活性化を図り、全校生徒の保健・安全に対する意識の向上を目指す。

校内安全点検を実施し、危険箇所などの早期発見・早期整備を図る。
防災避難訓練、熱中症対策講演会、救急救命実技研修会、非行防止教育等について、他分掌との連携を図り、安全管理に対する意識の向上を図る。

校内美化に努め、清潔な学習環境

を整える
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大学等の専門家からの指導・助言を受け授業改善のPDCAサイクルを樹立する。

探究活動に関する教員へのサポート体制の確立
環境科学コースとの情報共有

大学入試制度（総合型選抜・学校推薦型選抜・一般選抜等）の活用方法を検討・確立する。
公務員・就職希望者に対する指導体制を確立するなど、多様な進路希望に対応できる体制づくりを行う。

外部の探究プログラム、コンテストの利用

自己理解を深め、将来の進路を主

体的に考える態度を育成する。

進路ガイダンスや進路講話を実施する。
学校生活アンケート職業調べや進路研究などのキャリア学習を行う。

面談を通して個々の進路希望に応じた指導を行う。

職員研修の充実

自走できる生徒の育成

「主体的・対話的で深い学び」を

意識した授業改善

指導法や評価法のアップデートを図るため、研究授業及び協議会を実施する。
研究授業後のアンケート（生徒）

学校満足度アンケート（保護者）
相互授業参観期間を設定し、教科を超えて職員間で指導法や手立てを共有する。

オープンキャンパス・学校見学ツアー・進路報告会など、生徒が自らの視野を広める取り組みを企画し、実行する。

ポートフォリオの習慣化
校内研修の内容を精選し、指導に還元できる参加型の研修を企画・運営する。
指導法や評価法のアップデートを図るための自主研修会を適宜立案する。
職員のキャリアステージに応じた校外研修への積極的な参加を促す。

探究スキルの早期習得とAIの活用
進路目標（will）、意欲（can）、やるべきこと（must）のキャリアアンカーの言語化

進
路
部

進路

探究

研修

『進路のしおり』の内容を精選し、進路指導により活用できるものにする。
校外模試・小論文模試の実施と模試分析等を充実させる。

HR活動・総合的な探究の時間等における進路学習（進路行事）を企画・実施する。

自己理解を深め、探究活動に必要な基礎を習得させる（1年次）
社会課題の探究活動を通して、自らがどのように課題と向き合っていくのかを考えさせる（2年次）
自らの将来について前向きに考え、表現する力を育成する（3年次）

何事にも前向きな挑戦を行い、それをしっかりと継続することができる環境を整える。
学校満足度アンケート

生徒自己評価
最上級生として、学校行事におけるリーダーシップやフォロワーシップの育成を図る。

挨拶、校則の遵守、時間の厳守、清掃などの凡事徹底を図り、基本的生活習慣を確立させるとともに公共の精神を育成する
学校満足度アンケート

生徒自己評価
部活動や学校行事を通して心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、主体的に社会に参画できるリーダーを育成する

多様性を尊重し、個々の能力や特性に応じた環境づくりに留意しながら豊かな人権感覚を育成する

進路部と連携して総合的な探究の時間を充実させ、主体的・対話的で深い学びを育成する
学校満足度アンケート

生徒自己評価

自ら考え、学び、行動できる生徒の

育成

キャリアパスポートの作成など、自己肯定感を強化する取り組みを行い、自己理解を深めることで、進路を主体的に選択し、納得のいく進路実現につなげる。

面談で自己の進路についてプレゼンテーションを行う取り組みをさせるなど、自己決定の場を様々な場面で設け、生徒が自ら考え行動できる姿勢を身につけるよう促す。

外部検定試験受験を組織的に促し、指導を行うことで、自らのスキルアップを意識し、進路を選択できる生徒を育てる。

協働的な学びを通して主体的・対

話的に学ぶ姿勢を育成し、基礎学

力の定着を図る。

学校生活アンケートChromebook等のICTを活用し、意見共有や振り返り活動を行う。

１学年

２学年

３学年

総合型選抜・学校推薦型選抜に

対応した「総合的な探究の時間」

のプログラム確立と実施

多様な受験方法の研究、情報共

有

３年間を見通した進路指導計画

外部との連携、校内での情報共有

を行い探究活動が円滑化

先を見通した行動を意識させ、全てにおいて最大限の準備と悔いの残らない選択ができるように促す。

学校生活において、様々な感性に触れることで心の豊かさを醸成し、芯の強い思考と真剣味を育む。

主体的に学ぶ姿勢を育成するため、ICTや学習ツールを効果的に活用できるようにする。

小テストや振り返りシートを活用し、学習内容の定着を図る。

希望の進路実現

自律と協働の精神と行動力の育

成

具体的な進路目標の決定と探究

活動の充実

人権同和教育の推進

面談を通して進路情報の提供するなどキャリア教育の充実を図り、自らの納得のいく進路決定ができるよう支援する

総合的な探究の時間を活用した自己分析を通じて、自身の将来像をしっかりと描けるような工夫を凝らす。

一般入試の対策だけではなく、志望理由書や小論文の作成、面接指導を組織的に行い、成果を上げる。

生徒1人1人に合った学習方法を模索し、個別最適なアプローチが行えるように情報共有を徹底する。

入試制度や科目の調査、大学訪問等を通して志望校について考えさせ、早い段階で受験生として自覚させる

体系化された全体計画を立て、人権教育授業の事前検討を入念に行う。

グループワークやペア活動を取り入れ、生徒同士の意見交流を促進する。

人権教育授業の指導案データバンクを作成し、人権授業の授業改善に活かす。
「人権読み物」の内容を精選し、日常の教育活動から生徒の人権意識を高める。

公式戦や入試で個人・集団の力を発揮できるよう、日頃の取り組みに自信を持たせ、自己肯定感を向上させる。

思考の深化

授業規律を重んじ、学習環境を整備して授業を最大限に充実させる

学習手帳を活用して主体的で計画的な学習習慣を確立させるとともに、PDCAサイクルを実践しながら自己理解を深めさせる。

学習ツールの活用、学習コンクール等のイベントを企画・実施し学年全体の学力及び学習意欲を向上させる

生徒一人一人の状況を把握し、安

心して学校生活を送ることができ

る支援体制を構築する。

主体的で規律ある学習習慣及び

生活習慣の確立

挑戦と継続

定期的な面談や教育相談を実施し、生徒の悩みや不安の早期把握に努める。
不登校傾向や配慮を要する生徒について、保護者やスクールカウンセラーと連携して支援を行う。
学年会やケース会議を通して情報共有を行い、組織的な支援体制を整える。

学校満足度アンケート

生徒自己評価

人権教育授業後アンケート（生徒）

人権読み物アンケート（生徒・保護者）

学校満足度アンケート

生徒自己評価

学校満足度アンケート

生徒自己評価

学校生活アンケート
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